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活字文書読み上げ装置で読み取
らせると、音声で読み上げます。
　活字文書読み上げ装置は社会
福祉協議会本所に設置していま
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三
月
十
一
日（
金
）に
発
生
し
ま
し
た「
東
日
本
大
震
災
」は
、死
者
約
一
万
五
千
人
、

行
方
不
明
者
約
八
千
人
、
避
難
者
約
九
万
八
千
人
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
と
共

に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
そ
の
ご
家
族
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
衷
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
に
お
い
て
被
災
者
支
援
や
復
旧
作
業
に
全
力

を
尽
く
さ
れ
て
い
る
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
被
災
地

の
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

災
害
直
後
か
ら
、
市
の
ご
協
力
の
も
と
義
援
金
の
受
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
の
方
々
か
ら
献
身
的
な
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
千
五
百
四
十
六
万
四
千
七
百
七
十
六
円
（
六
月
三
十
日
現
在
）
に
も
の
ぼ

る
義
援
金
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
広
島
県
支
部
へ
全
額
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
あ
げ

ま
す
と
共
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

社
協
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、
被
災
者
支
援
に
向
け
職
員
一
丸
と
な
っ

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
あ

げ
、
取
り
急
ぎ
の
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災

皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
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援
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付
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地
震
被
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、
次
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と
お
り
被

災
者
支
援
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た
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義
援
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付
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。
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甲
田
町
上
甲
立

松ま
つ

島し
ま 

　
基も

と
き

日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部

中
央
共
同
募
金
会

（
１
）
広
島
銀
行　

大
手
町
支
店
（
普
）
３
３
２
９
３
１
３

	

日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部

（
２
）
も
み
じ
銀
行　

鷹
野
橋
支
店
（
普
）
１
７
４
０
２
９
４

	

日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部

（
３
）
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
日
本
赤
十
字
社
本
社
窓
口
）

	

０
０
１
４
０
‐
８
‐
５
０
７

	

日
本
赤
十
字
社　

東
日
本
大
震
災
義
援
金

【
取
扱
期
間
】
平
成
23
年
３
月
14
日
（
月
）
〜

�

平
成
23
年
９
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　
　

�

「
日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

�
http://w

w
w
.hiroshim

a.jrc.or.jp/

（
１
）
り
そ
な
銀
行　

東
京
公
務
部
（
普
）
０
０
３
６
５
７
６

	

社
会
福
祉
法
人　

中
央
共
同
募
金
会

（
２
）
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行　

本
店
（
普
）
０
０
３
１
２
６
５

	

社
会
福
祉
法
人　

中
央
共
同
募
金
会

（
３
）
三
井
住
友
銀
行　

東
京
公
務
部
（
普
）
０
１
５
５
４
０
０

	

社
会
福
祉
法
人　

中
央
共
同
募
金
会
災
害
口

（
４
）
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　
０
０
１
７
０
‐
６
‐
５
１
８

	

中
央
共
同
募
金
会　

東
日
本
大
震
災
義
援
金

【
取
扱
期
間
】
平
成
23
年
３
月
14
日
（
月
）
〜

�

平
成
23
年
９
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　
　

�

「
広
島
県
共
同
募
金
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

�
http://w

w
w
5.ocn.ne.jp/~kyobo34/

振
込
に
よ
る
義
援
金
受
付
方
法

被
災
地
で
の

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て

　
五
月
二
十
三
日
か
ら
一
週
間
、

被
災
地
と
し
て
は
早
く
か
ら
県
外

の
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入

れ
て
い
る
、
宮
城
県
石
巻
市
に
向

か
い
ま
し
た
。
東
北
道
か
ら
仙
台

南
高
速
に
入
る
と
、
右
手
に
名
取

市
が
見
え
、
海
側
に
広
が
る
瓦
礫

の
風
景
に
、
二
カ
月
前
の
過
酷
な

テ
レ
ビ
映
像
が
蘇
り
、
胸
が
詰
ま

り
ま
し
た
。

　
石
巻
専
修
大
学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
は
、
ざ
っ
と
二
百
張
り
に
も
お

よ
ぶ
大
小
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
テ
ン
ト

が
並
び
、
停
ま
っ
て
い
る
車
の
ナ
ン

バ
ー
も
九
州
か
ら
北
海
道
ま
で
と

様
々
で
し
た
。
私
は
、「
被
災
地
に

負
担
を
か
け
な
い
自
己
完
結
」
の

原
則
の
も
と
、
テ
ン
ト
と
三
日
分

の
水
、
食
料
を
持
ち
込
み
ま
し
た
。

　
活
動
は
、
朝
八
時
の
マ
ッ
チ
ン
グ

（
支
援
要
請
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
頭

数
を
付
け
合
わ
せ
て
派
遣
先
を
決

定
す
る
）
に
よ
り
、
五
名
か
ら
七

名
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
依
頼
者

の
自
宅
に
向
か
い
、
床
下
に
積
も
っ

た
海
泥
の
か
き
出
し
や
、
家
の
内

外
に
漂
着
し
た
瓦
礫
を
搬
出
す
る
と

い
っ
た
作
業
で
し
た
。
活
動
か
ら
帰

る
と
、
自
衛
隊
の
仮
設
風
呂
を
借
り

に
出
か
け
、
日
暮
れ
と
と
も
に
就
寝

し
、
ま
た
鳥
の
声
と
と
も
に
起
床
す

る
と
い
っ
た
生
活
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
ご
主
人
が
津
波
で

流
さ
れ
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う
辛
い

お
話
を
伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
東

北
の
人
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
を
我
慢
し
が
ち
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
作
業
が
終
わ
り
「
途
方
に

暮
れ
て
い
た
が
、
大
切
な
写
真
だ
け

は
手
に
入
っ
た
。」
な
ど
と
感
謝
さ
れ

る
と
、
そ
れ
が
何
千
万
分
の
一
歩
で

も
、
と
に
か
く
前
に
進
め
て
良
か
っ

た
と
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
時
間
が
経
っ
て
も
、
私
の
力
が
ど

ん
な
に
僅
か
で
も
、
こ
の
活
動
の
積

み
重
ね
は
こ
れ
か
ら
も
尚
、
求
め
ら

れ
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
ま
ち
か
ら
も
、
一
人
で
も

多
く
被
災
地
で
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

2011（平成23）年7月3



基
本
方
針

　

我
が
国
は
、
少
子
・
高
齢

化
の
問
題
の
上
に
、
景
気
後

退
と
雇
用
問
題
が
重
層
的
に

加
わ
り
、
生
活
不
安
や
地
域

生
活
の
困
難
さ
が
拡
大
し
て

い
る
中
で
、
解
決
に
な
か
な

か
至
ら
な
い
深
刻
な
福
祉
課

題
・
生
活
課
題
が
噴
出
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、「
と

も
に
支
え
あ
い
、
心
豊
か

に
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
誰

も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

の
た
め
、
地
域
福
祉
活
動
の

推
進
を
担
う
中
核
的
組
織
と

し
て
、
社
協
に
そ
の
使
命
と

役
割
を
十
分
に
果
た
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
住
民
、
行
政
、
福

祉
関
係
者
等
か
ら
信
頼
さ
れ

る
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
く

た
め
、〈
地
域
福
祉
活
動
の

推
進
〉、〈
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
〉、〈
福
祉
の
開
拓

者
と
し
て
〉
の
３
項
目
を
重

点
的
に
以
下
の
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
実
情
や
要
望
を
把
握
す
る
た
め
、
職
員
が
積
極
的
に

地
域
に
出
向
き
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
で
活
動
す
る
人
材
の
発
掘
・
養
成
に
努
め
、
多
様
な
研
修

や
講
座
の
企
画
と
と
も
に
、
活
動
実
践
が
で
き
る
場
を
開
拓
提

供
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
よ
う
課
題
解
決
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
の
開
拓
者
と
し
て

　

介
護
保
険
制
度
、
障
が
い
者
自
立
支
援
制
度
の
も
と
、
誰
も

が
在
宅
で
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
、
研
修
等
に
よ
る
職
員
一
人
ひ
と
り
の
資
質
向
上

に
努
め
る
等
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
事
業
運
営
に
よ
る
安
定
経
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
事
業
の
充
実
、
高
齢
者
以
外
の
一
般
福
祉

施
策
に
お
い
て
は
、
生
活
・
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
に
よ

る
新
た
な
住
民
パ
ワ
ー
の
発
掘
を
含
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

住
民
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
市
内
の
小
地
域
福
祉
活
動
が
よ
り
活
発
に
展
開
さ
れ
る

よ
う
関
係
機
関
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、
地
域
の
中
で
相
互

に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
事
業
展
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

モ
デ
ル
的
に
実
施
し
て
い
る
国
の
安
心
生
活
創
造
事
業
に
よ

り
、地
域
が
地
域
を
見
守
る
活
動
へ
と
つ
な
い
で
い
く
こ
と
で
、

お
互
い
さ
ま
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
に
応
じ
た
事
業
の
見
直
し
等

も
含
め
、充
実
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

安芸高田市社会福祉協議会

平成23年度事業計画

重
点
事
業

１
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

　

隣
近
所
の
住
民
誰
も
が
気
軽

に
い
つ
で
も
寄
り
あ
え
る
場
づ
く
り
を
通
し
て
、
健

康
・
生
き
が
い
づ
く
り
、
地
域
で
の
孤
立
予
防
や

見
守
り
、
支
え
あ
い
活
動
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
、
既
存
サ
ロ
ン
の
充
実
に
加
え
、
新
た

に
数
か
所
の
新
規
立
ち
上
げ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

２
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業

　

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
を
通
し
て
市
民
へ
活
動
の

理
解
と
参
加
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
住
民
の
関

心
を
高
め
、
ニ
ー
ズ
を
積
極
的
に
開
拓
し
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
で
き
る
体
制
整
備
と
地
域
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
、推
進
を
図
り
ま
す
。

３
、
日
常
生
活
応
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

�

（
ほ
ほ
え
み
ネ
ッ
ト
安
芸
高
田
）

　

日
常
生
活
に
お
け
る
「
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

ご
と
」
例
え
ば
、
見
守
り
・
話
し
相
手
や
、
掃

除
な
ど
を
、
ほ
ほ
え
み
さ
ん
（
協
力
員
）
と
一

緒
に
行
う
こ
と
で
、
お
互
い
に
支
え
あ
い
、
助

け
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

４
、
介
護
保
険
事
業

　

介
護
保
険
法
の
改
正
後
、
ま
す
ま
す
複
雑
化

す
る
内
容
に
対
応
し
、
利
用
者
の
意
思
を
最
大

限
尊
重
し
た
上
で
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
を
は

じ
め
、
訪
問
介
護
事
業
・
通
所
介
護
事
業
・
福

祉
用
具
貸
与
事
業
等
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

ま
た
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
げ
て
い
く
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
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地
域
福
祉
事
業

○
相
談
事
業

○
地
域
ま
る
ご
と
福
祉
教
育
推
進
事
業

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業

○
障
が
い
者
地
域
生
活
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
「
か

け
は
し
」

○
広
島
県
共
同
募
金
会
安
芸
高
田
市
支

会
事
務
事
業

○
日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
安
芸
高

田
市
地
区
事
務
事
業

○
安
心
生
活
創
造
事
業

○
あ
い
あ
る
広
島project

♪
事
業

在
宅
福
祉
事
業

○
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

○
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

○
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

○
通
所
型
介
護
予
防
事
業

○
二
次
予
防
事
業
（
通
所
型
）

○
地
域
保
健
福
祉
事
業

○
要
介
護
認
定
調
査
業
務

○
育
児
支
援
家
庭
訪
問
事
業

○
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

○
生
活
・
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業

○
介
護
保
険
対
象
外
福
祉
用

具
貸
出
事
業

○
重
度
障
が
い
者
移
動
支
援

事
業

セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

○
吉
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
の
里

○
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
こ
う
だ

共
同
募
金
配
分
金
事
業

○
高
齢
者
福
祉
活
動
事
業

○
障
が
い
児
・
者
福
祉
活
動
事
業

○
児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

○
住
民
全
般
福
祉
活
動
事
業

積
立
基
金
事
業

○
介
護
保
険
財
政
調
整
基
金
事
業

○
財
政
調
整
基
金
事
業

○
高
額
療
養
費
等
貸
付
基
金
事
業

貸
付
事
業

○
高
額
療
養
費
・
出
産
費
貸
付
事
業

○
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

介
護
保
険
事
業

○
訪
問
介
護
事
業

○
居
宅
介
護
支
援
事
業

○
通
所
介
護
事
業

○
福
祉
用
具
貸
与
事
業

○
福
祉
用
具
販
売
事
業

障
が
い
者
自
立
支
援
事
業

○
障
が
い
者
自
立
支
援
事
業

そ
の
他
の
事
業

役員交代

人事異動

〈平成 23 年３月 25 日付〉

就任 �理事

中重　芙美代

〈平成 22 年 12 月 31 日付〉

退任 �理事

中邑　　誠

〈平成 23 年４月１日付〉

就任 �事務局長

重本　邦明 

〈平成 23 年４月１日付〉

就任 �八千代支所長

　　�兼�向原支所長

槇原　秀克

〈平成 23 年５月１日付〉

就任 �地域福祉課長�兼�甲田支所長

髙橋　義照

〈平成 23 年３月 31 日付〉

退職 �事 務 局 長　川井　清登

退職 �美土里支所長　新田　敏惠

〈平成 23 年３月 31 日付〉

安芸高田市へ帰任 �事務局次長�兼�吉田支所長

中元　寿文

〈平成 23 年４月１日付〉

就任 �事務局次長�兼�吉田支所長（前職�在宅福祉課長）

曽我　　淳

就任 �在宅福祉課長�（前職�地域福祉課長�兼�甲田支所長）

和田　篤志

就任 �美土里支所長�兼�高宮支所長（前職�高宮支所長）

河内　直美

安芸高田市から派遣

（前職　福祉保健部長）
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平成23年度　安芸高田市社会福祉協議会

一般会計資金収支予算
前年度繰越金　55,983
会費収入（500円／戸）　3,680
寄附金収入（香典返し・見舞返し等）　7,051
市補助金収入（人件費・事業費等）　62,754
助成金収入（県社協助成金）　400
受託金収入（センター管理・配食サービス等）　46,931
事業収入（各事業利用料等）　5,866
貸付事業等収入（貸付償還金）　6,000
共同募金配分金収入　4,600
負担金収入（市からの負担金）　5,531
障がい者自立支援費収入（介護給付費・利用者負担金）　16,496
補助事業等収入（受託事業・利用者負担金）　3,437
その他　1,638
資金移動収入　20,046
財務活動による収入（積立金取崩等）　10,508

介護保険収入
（介護報酬・
利用者負担金等）
184,942

人件費支出
238,137

予備費　37,793

財務活動による支出（積立金積立等）　8,043

施設整備等支出（事務機器購入等）　4,800

資金移動支出　20,046

負担金支出（研修負担金等）　53

助成金支出（各団体事業助成金）　10,457

貸付事業等支出（高額療養費・出産費用貸付等）　6,000

事業費支出（各事業活動費等）　89,480

事務費支出（印刷製本費・通信運搬費等）　21,054

合計
435,863

合計
435,863

収 入
（単位：千円）

支 出
（単位：千円）

〔評議員会　平成23年３月25日可決〕
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平成22年度　安芸高田市社会福祉協議会

一般会計資金収支決算
前年度繰越金　53,822,350
会費収入　4,608,800
寄附金収入　10,131,154
市補助金収入　71,196,700
助成金収入　1,300,000
受託金収入　43,554,700
事業収入　5,353,562
貸付事業等収入　813,757
共同募金配分金収入　4,681,200
負担金収入　5,390,397
障がい者自立支援費収入　18,242,190
補助事業等収入　3,806,018
その他　7,091,474
資金移動収入　31,738,350
財務活動による収入　41,864,387

介護保険収入
205,402,086

人件費支出
260,908,230

財務活動による支出　40,504,334

施設整備などによる支出　2,783,440

資金移動支出　31,738,350

負担金支出　85,000

助成金支出　10,128,044

貸付事業等支出　735,327

事業費支出　83,363,814

事務費支出　23,422,718

合計
508,997,125

合計
453,669,257

収 入
（単位：円）

支 出
（単位：円）

〔評議員会　平成23年５月27日承認〕

当期末支払資金残高508,997,125円－453,669,257円＝55,327,868円（繰越金）
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平
成
22
年
度

理
事
会
・
評
議
員
会
報
告

平
成
22
年
度　

第
５
回
理
事
会

　

日
時　

平
成
23
年
３
月
23
日
（
水
）

平
成
22
年
度　

第
４
回
評
議
員
会

　

日
時　

平
成
23
年
３
月
25
日
（
金
）

◆
理
事
会
報
告
事
項

（
１
）
総
務
部
会
報
告

（
２
）
介
護
保
険
事
業
関
係
部
会
報
告

◆
理
事
会
・
評
議
員
会
議
題

議
案
第
24
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
公
的
資
格
手
当
支
給
規
程

○
議
案
第
24
号
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
資
質
向
上
を
図

る
た
め
新
規
制
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
25
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
重
度
障
が
い
者
移
動
支
援
事
業
実
施
規
程

○
議
案
第
25
号
に
つ
い
て
は
、
新
規
事
業
実
施
に
よ
り

新
規
制
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
26
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
議
案
第
26
号
に
つ
い
て
は
、
自
己
保
健
義
務
の
制
定

に
よ
り
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
27
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
就
業
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程

○
議
案
第
27
号
に
つ
い
て
は
、
資
格
手
当
の
支
給
、
自

己
保
健
義
務
の
制
定
に
よ
り
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

議
案
第
28
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
議
案
第
28
号
に
つ
い
て
は
、
資
格
手
当
の
支
給
に
よ

り
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
29
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
安
心
生
活
創
造
事
業
実
施
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程

○
議
案
第
29
号
に
つ
い
て
は
、
利
用
対
象
者
の
把
握
規

程
の
制
定
、
文
言
の
整
理
に
よ
り
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
30
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
安
心
生
活
創
造
事
業
登
録
訪
問
員
設
置
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
議
案
第
30
号
に
つ
い
て
は
、
条
文
、
文
言
の
整
理
に

よ
り
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
31
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
安
芸
高
田
市
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事

業
実
施
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
議
案
第
31
号
に
つ
い
て
は
、
費
用
負
担
に
関
す
る
条

文
の
整
理
に
よ
り
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
32
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
安
芸
高
田
市
生
活
・
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

事
業
実
施
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
議
案
第
32
号
に
つ
い
て
は
、
実
習
先
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
謝
金
、
報
酬
の
条
文
の
整
理
に
よ
り
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
33
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
事
業
実
施
に
関
す
る
協
力
員
等
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
議
案
第
33
号
に
つ
い
て
は
、
事
業
名
称
の
変
更
、
新

規
事
業
の
追
加
に
よ
り
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
34
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
要
綱

○
議
案
第
34
号
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
昇
格
、
昇
給
等

の
基
準
に
関
す
る
事
項
を
新
規
制
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
35
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸

高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
介
護
職

員
処
遇
改
善
事
業
実
施
要
綱
の
一

部
を
改
正
す
る
要
綱

○
議
案
第
35
号
に
つ
い
て
は
、
資
格

手
当
の
支
給
の
条
文
整
理
に
よ
り
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
36
号　

平
成
22
年
度
社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
一
般
会
計
資
金
収
支
補
正
予
算

（
第
４
次
）

○
議
案
第
36
号
に
つ
い
て
は
、
既
定
の
収
入
支
出
予
算

総
額
に
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
四
千
四
百
三
十
九
万

円
を
追
加
し
、
収
入
支
出
予
算
総
額
を
収
入
支
出
そ

れ
ぞ
れ
四
億
九
千
八
百
五
十
四
万
三
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

議
案
第
37
号　

平
成
22
年
度
日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支

部
安
芸
高
田
市
地
区
会
計
補
正
予
算
（
第
１
次
）

○
議
案
第
37
号
に
つ
い
て
は
、
既
定
の
収
入
支
出
予
算

総
額
に
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
四
十
六
万
四
千
円
を

追
加
し
、
収
入
支
出
予
算
総
額
を
収
入
支
出
そ
れ
ぞ

れ
六
百
四
万
八
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
38
号　

平
成
22
年
度
社
会
福
祉
法
人
広
島
県
共

同
募
金
会
安
芸
高
田
市
支
会
会
計
補
正
予
算（
第
１
次
）

○
議
案
第
38
号
に
つ
い
て
は
、
既
定
の
収
入
支
出
予
算

総
額
に
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
三
十
一
万
五
千
円
を

追
加
し
、
収
入
支
出
予
算
総
額
を
収
入
支
出
そ
れ
ぞ

れ
六
百
五
十
万
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
39
号　

平
成
23
年
度
社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
40
号　

平
成
23
年
度
社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
一
般
会
計
資
金
収
支
予
算

○
議
案
第
40
号
に
つ
い
て
は
、
収
入
支
出
予
算
の
総
額

は
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
四
億
三
千
五
百
八
十
六
万

三
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

2011（平成23）年7月 8



◆
理
事
会
・
評
議
員
会
議
題

報
告
第
１
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
訪
問
介
護
事
業
所
「
ツ
ツ
ジ
」
運
営
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
規
程

報
告
第
２
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
訪
問
介
護
事
業
所
「
ツ
ツ
ジ
」
運
営
規
程
（
介

護
予
防
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

報
告
第
３
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
通
所
介
護
事
業
所
運
営
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程

報
告
第
４
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
通
所
介
護
事
業
所
運
営
規
程
（
介
護
予
防
）

の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
報
告
第
１
号
か
ら
報
告
第
４
号
に
つ
い
て
は
、
員
数

の
変
更
に
よ
り
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

報
告
第
５
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
運
営
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程

報
告
第
６
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
運
営
規
程
（
介
護
予

防
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
報
告
第
５
号
と
報
告
第
６
号
に
つ
い
て
は
、
委
託
業

者
の
名
称
及
び
住
所
変
更
に
よ
り
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

報
告
第
７
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
訪
問
介
護
事
業
所
「
ツ
ツ
ジ
」
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
運
営
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
報
告
第
７
号
に
つ
い
て
は
、
員
数
の
変
更
に
よ
り
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

報
告
第
８
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

実
施
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
報
告
第
８
号
に
つ
い
て
は
、
報
酬
に
関
す
る
規
程
に

よ
り
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
41
号　

平
成
23
年
度
日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支

部
安
芸
高
田
市
地
区
会
計
予
算

○
議
案
第
41
号
に
つ
い
て
は
、
収
入
支
出
予
算
の
総
額

は
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
五
百
五
十
四
万
八
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
42
号　

平
成
23
年
度
社
会
福
祉
法
人
広
島
県
共

同
募
金
会
安
芸
高
田
市
支
会
会
計
予
算

○
議
案
第
42
号
に
つ
い
て
は
、
収
入
支
出
予
算
の
総
額

は
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
五
百
八
十
八
万
八
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

同
意
第
７
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
理
事
の
推
薦
に
つ
い
て

○
中
邑
誠
理
事
の
退
任
に
よ
り
、
中
重
芙
美
代
理
事
に

推
薦
す
る
も
の
で
す
。

◆
採
決
の
結
果

　

議
案
第
24
号
か
ら
議
案
第
42
号
ま
で
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
意
第
７
号
は
原
案
ど
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
度　

第
１
回
理
事
会

　

日
時　

平
成
23
年
５
月
25
日
（
水
）

平
成
23
年
度　

第
１
回
評
議
員
会

　

日
時　

平
成
23
年
５
月
27
日
（
金
）

報
告
第
９
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
障
が
い
者
地
域
生
活
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業
運

営
実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱

報
告
第
10
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
運
営
要
綱
の
一
部
を
改

正
す
る
要
綱

○
報
告
第
９
号
と
報
告
第
10
号
に
つ
い
て
は
、
報
酬
に
関

す
る
要
綱
の
変
更
に
よ
り
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

認
定
第
１
号　

平
成
22
年
度
社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
報
告
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
２
号　

平
成
22
年
度
社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
一
般
会
計
資
金
収
支
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

認
定
第
３
号　

平
成
22
年
度
日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支

部
安
芸
高
田
市
地
区
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
１
号　

平
成
22
年
度
社
会
福
祉
法
人
広
島
県
共

同
募
金
会
安
芸
高
田
市
支
会
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

議
案
第
１
号　

平
成
23
年
度
社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
一
般
会
計
資
金
収
支
補
正
予
算

（
第
１
次
）
に
つ
い
て

○
議
案
第
１
号
に
つ
い
て
は
、
既
定
の
収
入
支
出
予
算

総
額
に
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
四
百
七
十
万
円
を
追

加
し
、
収
入
支
出
予
算
の
総
額
を
収
入
支
出
そ
れ
ぞ

れ
四
億
四
千
五
十
六
万
三
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
採
決
の
結
果

　

報
告
第
１
号
か
ら
報
告
第
10
号
ま
で
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
第
１
号
か
ら
認
定
第
３
号
ま

で
と
認
定
第
１
号
（
共
同
募
金
会
）

は
、原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号
は
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
理
事
会
報
告
事
項

（
１
）
総
務
部
会
報
告

（
２
）
介
護
保
険
事
業
関
係
部
会
報
告

平
成
23
年
度

理
事
会
・
評
議
員
会
報
告
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「ふれあいサロン中の谷」は八千代町の旧根野小学校グラウンドで開いています。

詳しいことは　市社協八千代支所　電話52-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

「笑話サロン」は吉田町の宮之城集会所で開いています。

詳しいことは　市社協吉田支所　電話 42-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　今回のサロンは、筋力低下を防止するため、ボールを使った運動を行いました。

　みんなで『１・２・３♪』と声を出し合いながら、ボールで肩、腰、足等を叩いたり、両手を高

く伸ばしたり、膝に挟んで押しつけたり、座ってぐるぐるまわったりと心地良く体を動かしました。

　汗を流した後は、洗濯バサミを使って、「あかちゃんクリップ」を作りました。出来あがりは

どれも個性豊かな作品になり、『かわいいね～』とみんなでお話をしました。

　月１回のサロンですが、これからも楽しく元気に集まっていきたいです。�（笑話サロン世話人）

いい汗かいたね！ かわいいのが出来たよ♪

楽しいボール運動　笑話サロン

元気いっぱいふれあいサロン中の谷!!
　私たちのサロンは、平成22年に

発足し今年で２年目を迎えました。

　山登り、ボーリング大会、グラウ

ンドゴルフ大会、ボランティア活動

など、若い方からお年寄りの方まで

気軽に参加できるように企画をして

います。

　特に、グラウンドゴルフは月２回

の練習を継続して行っています。

　これからも、みんなで声を掛け

合って、「いつまでも元気に」をモッ

トーに頑張って、楽しいサロンを続

けていきたいと思っています。

� （ふれあいサロン中の谷世話人）

体を動かすと

気持ちいいの～

2011（平成23）年7月 10

ふれあいサロン物語



「とことこサロン」は高宮町の田草集会所で開いています。

詳しいことは　市社協高宮支所　電話57-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　私たちのサロンは、子育て中のママさ

んとその子どもたちで、毎週火曜日の

10時半から活動しています。

　今回は、エコミュージアム川根に行き、

外で遊んだり子育ての話をしたり賑やか

に楽しく過ごしました。

　月に１度、保健師さんにも来ていただ

き発育測定をしていただいたり、お花見

やクリスマス会等のイベントも行ってい

ます。

　子育て中のママさんの、たくさんの参

加をお待ちしています。子どもたちと楽

しい時間を一緒に過ごしましょう♪

� （とことこサロン世話人）

こんにちは！ とことこサロンです♪

第２福祉区も頑張っとるよ～！

「第２福祉区サロン」は美土里町の清田集会所で開いています。

詳しいことは　市社協美土里支所　電話 59-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　５月26日（木）、『屋外でご飯を食べたい！』という会員さんの声から、総勢23名で福富町の道

の駅に行ってきました。

　広いグラウンドを貸し切ってグラウンドゴルフを楽しんだ後、空の下で美味しい弁当も食べる

ことができ、とても楽しい１日を過ごすことができました。

　これからも、会員さんの声を聞きながら楽しい企画をしていきたいと思っています。

� （第２福祉区サロン世話人）

屋外は気持ちいいね～ 楽しかったね

何して遊ぶ？

慎重に慎重に！

2011（平成23）年7月11

ふれあいサロン物語



笑顔あふれる　すこやかサロン

新規ふれあいサロンのご紹介

「すこやかサロン」は甲田町の高田原16区集会所で開いています。

詳しいことは　市社協甲田支所　電話 45-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　私たちのサロンはまだ立ち上げたばかりで、会員さんの要望を聞きながら月１回のサロンを楽

しんでいます。

　サロン名は、健康でいつまでも明るくありたいという思いを込めて名付けました。

　これまでの活動は、みんなでデザートを作ったり、手芸や踊り、ある時は、各自が「我が家の

家庭料理」を持ち寄って会食するなどし、楽しい時間を過ごしています。

　これからも、いつまでも健康で明るい会が続くよう頑張りたいと思っています。

� （すこやかサロン世話人）

笑いがあふれる楽しいサロンにしたいと思っています。よろしくお願い致します。

根深く強く美しく　萬
ま ん

念
ね ん

喜
ぎ

  夢サロン

「萬念喜　夢サロン」は向原町の戸島地区生活改善センターで開いています。

詳しいことは　市社協向原支所　電話 46-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　女性ばかりのサロンをと要望があり、

立ち上げてから丸３年が経ちました。

　会員さんは全員65歳以上の高齢者で

すが、まだまだ皆さんとっても元気に

月１度のサロンに参加されています。

　『この地で生きて良かった』、『楽し

い人生だった』と言えるように、これ

からもみんなで寄り添い、健康に気を

付けながら活動していきたいと思って

います。

� （萬念喜　夢サロン世話人）

かわいいの

ができた♪

ここどう

やるん？

入った～ !!

【八千代町】 うさぎサロン　下佐々井集会所　 【甲 田 町】 上長屋サロン　長屋集会所
【甲 田 町】 にこにこサロン　瀬戸老人集会所

2011（平成23）年7月 12

ふれあいサロン物語



 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

　５月28日（土）、吉田町ボランティアセンターの会員32名が、安芸高田少年自然の家の窓拭き

や館内清掃を行い、清々しい汗を流しました。

　作業終了後は、女性ボランティアさんの手作り炊き込みごはんをいただきながら、今年度の活

動について話し合いました。� （吉田支所）

　安芸高田市では、少子高齢化に伴う高齢社会を見据え、市民と行政、関係機関や団体が連携し、協働のまち

づくりを目的とした『市民総ヘルパー構想』のさきがけとして、「生活・介護サポーター」養成講座の受講生を

募集します。

　養成講座を修了された方に、市長が認定する「生活・介護サポーター」受講修了証を交付し、市や市社協が

行う生活サポート事業の訪問員、ボランティアセンター、ほほえみネット等で活動していただけるボランティア

を育成し、「お互い様」活動を行う地域づくりを進めることを目的としています。【第１期～第４期修了者　287名】

　市民の皆様、多数受講していただきますようご案内いたします。なお、受講申し込み、詳細につきましては、

市社協（本所・各支所）にお問い合わせください。

受講申込・お問い合わせ先：安芸高田市社会福祉協議会

本所・甲田支所　☎45-2941　　吉 田 支 所　☎42-2941　　八千代支所　☎52-2941

美 土 里 支 所　☎59-2941　　高 宮 支 所　☎57-2941　　向 原 支 所　☎46-2941

【期　　間】　７月～９月（第５期）、９月～ 10月（第６期）

【受講時間】　20時間

【受講日数】　５日間
※�看護師・介護福祉士・ヘルパー２級の
有資格者は受講が一部免除されます。

きれいにしましょ♪

気分は爽快!!クリーン作戦
～吉田町ボランティアセンター～

今年も頑張りましょう

安芸高田市生活・介護サポーター
養成講座の開催 受 講 生 募 集

託児サービスあります！
子育てをされている方でも、安心して受
講することができます！

2011（平成23）年7月13

ボランティア活動あれこれ



訪問介護事業所「ツツジ」です！こんにちは
！

お問い合わせ先（在宅福祉課）：代表 45-2
ふくしいちばん

941　直通 45-4939　または、市社協各支所までお問い合わせください。

　「ツツジ」では、訪問介護員が利用者の方

に１日でも長く在宅で生活していただけるよ

う、日々のサービスに取り組んでいます。

　主なサービス内容として、入浴介助・おむ

つ交換・バイタルチェックなどの身体介護、

調理・掃除・買い物といった生活援助を行っ

ており、研修などを通じて利用者の方に質の

高いサービスが提供できるよう日々努力して

います。

　昨年10月の事業所統合を機に、職員同士

のコミュニケーションも活発に取れ、情報交

換もスムーズに行えるようになりました。

　今後も様々なニーズに迅速な対応をし、利

用者の方に信頼していただけるよう、「思い

やり」と「まごころ」を込めてケアを行って

いきます。

　５月13日（金）、通所介護事業所にニューヨークで活躍されているプロピアニストのアーサー・

ミグリアザさんをお迎えし、演奏会が開催されました。

　利用者の方は、音楽に合わせて手拍子を打たれたり、頭を揺らしながらリズムを取られたり、

とても楽しそうに鑑賞されており、ホールに響くきれいな音色に至福のひと時を感じ、曲が終わ

るたび大きな拍手が送られました。

2011（平成23）年7月 14
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皆さまの善意により、サロン活動、
ボランティア活動などが支えられています。
�平成23年２月21日～平成23年６月20日受付分（敬称略）

山
崎　

哲
明　

入
江
沖　

山
崎
ひ
と
み

迫
永
マ
ツ
エ　

下
国
司　

迫
永　

和
男

田
中　

典
明　

長
屋
ハ　

田
中　

由
美

中
村　
　

劭　

横　

山　

中
村　

忠
博

生
田
コ
シ
エ　
西
土
手
下　

生
田　

幸
作

西
岡　

德
夫　

石
原
１　

西
岡　

孝
二

望
月　

逸
夫　

山
手
沖　

望
月　

竑
紀

大
畑
婦
美
子　

高　

樋　

吉
田　

收
治

桑
原　

直
子　

相
合
２　

兼
田
キ
ミ
ヱ

岩
﨑　

京
子　
五
丁
目
上　

岩
﨑　

克
律

中
村
ト
メ
ノ　
尾
道
市
新
浜　

中
村　

晃
司

織
田
フ
ジ
エ　
下
新
屋
郷　

織
田　

卓
荘

見
坂　
　

東　

相
合
１　

見
坂　
　

誠

横
山　

正
之　

久　

保　

横
山　
　

智

山
田　

文
昭　

長
屋
ロ　

山
田　

昭
子

舩
津　

孝
夫　
下
新
屋
郷　

舩
津　
　

浩

玉
繁　

浪
榮　

向
桂
１　

玉
繁　

隆
行

岸
野　

延
子　

三
丁
目　

岸
野　

拓
雄

佐
々
木
四
郎　

下
竹
原　

佐
々
木
秀
樹

大
島　

孝
子　

柿　

原　

大
島　

信
洋

若
宮　

政
夫　

川
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■弁護士相談（無料・予約先：市社協本所　総務課　☎ 45-2
ふくしいちばん

941）
※要予約   ６名まで（１人 30 分程度）予約については、先着順となります。
市社協吉田支所 毎月第３水曜日

13：00～ 16：00

財産・相続・金銭貸借・離婚など
法律上の問題に関すること。
日程については変更となる場合があ
りますので、詳しくは市社協本所総
務課へお問い合わせください。

市社協甲田支所 ８月３日（水）

市社協向原支所 ９月７日（水）

市社協吉田支所 10 月５日（水）

※市社協吉田支所開催：開催月の１日、8：30から予約受付（変更あり）
※市社協支所開催：開催前月の 15日、8：30から予約受付（変更あり）

■心配ごと相談（無料）

吉 田 人 権 会 館 第１・３木曜日 10：00～ 15：00 ☎ 42-2826

市社協八千代支所 第 １ 月 曜 日 13：00～ 15：00

日程については変更となる場合がありますの
で、詳しくは市社協各支所へお問い合わせくだ
さい。

市社協美土里支所 第 ３ 木 曜 日 9：00～ 12：00

市 社 協 高 宮 支 所 毎　 月　15　 日 9：00～ 12：00

市 社 協 甲 田 支 所 第 ４ 月 曜 日 13：30～ 15：30

市 社 協 向 原 支 所 第 ２ 火 曜 日 9：00～ 11：00

■在宅介護者の会（お問い合わせ先：市社協美土里支所　☎ 59-2
ふくしいちばん

941）

８月 25日（木） 13：30～ 16：00 腰痛体操 美土里山村開発センター

９月 29日（木） 13：30～ 16：00 絵手紙 美土里山村開発センター

■在宅介護者の集い（お問い合わせ先：市社協高宮支所　☎ 57-2
ふくしいちばん

941）

８ 月 ９ 日（火）

13：30～ 15：30 おしゃべり、講師による話・相談 たかみや人権会館９ 月 13日（火）

10月 11日（火）

■ふれあい塾（お問い合わせ先：市社協美土里支所　☎ 59-2
ふくしいちばん

941）

７/19（火）・８/23（火）・９/20（火） ９：30～ 13：00 美土里山村開発センター

ふれあい塾とは……日常生活において、調理を必要とする状況の男性の方を対象に、食生活改善推進員の協力を得て、
自立支援・食の改善のための調理実習等を行なっています。

　地球の温暖化により気温が上昇し、毎日暑い日が

続いております。

　体調管理等には十分注意を払い、夏バテをしない

ようこの暑さを乗り切りましょう。� （事務局）

編集
後記

　皆さまからお寄せいただきました社資は、全額、日本赤十字社広島県支部へ送金しました。

　災害救援活動・医療事業・血液事業・講習普及事業などの人道的支援のために、有効に活用させていただきます。

　ご協力誠にありがとうございました。

日本赤十字社社資（事業資金）報告

安芸高田市地区取り扱い分　平成 23 年６月 30 日現在

総額  4,226,300円

　また、社協会費・赤い羽根共同募金の納入を10月１日よりお願い

させていただきますので、ご協力お願い致します。

発行・編集／社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会
〒739-1101　広島県安芸高田市甲田町高田原1490-1（安芸高田市ふれあいセンターこうだ内）
� TEL（0826）45-2941　FAX（0826）45-7012

社協だより

お・し・ら・せお・し・ら・せ


